
玉川サンケイハウス耐震改修工事

耐震改修設計について

株式会社長谷工リフォーム



当初の耐震診断結果

X方向（桁方向）1～7階 Y方向（梁間方向）PH階 が耐震性が不足する結果



耐震改修計画立案のポイント

≪耐震診断≫

耐震診断の結果と共に、ベースとなる補強概案を提示

【実現可能性】 施工が可能な補強位置･方法の選定

・住みながらの施工ができる補強案を前提に立案

【経済性】 コストバランスの検討

・複数案から居住性への影響とコストの比較を実施



当社からの最初に提案した補強案

補強案 （南側に設置）
鉄骨ブレース付きアウトフレーム

（鉄骨鉄筋コンクリート造）

居室内での工事を伴わず効率的な補強



＜管理組合様からのご要望などを
受け再度補強案の提示＞

補強案①

より効率的に耐震補強を実現できる補強案

補強案②

より居住性に与える影響を低減した補強案



補強案①

補強案（北側に設置）
フレーム内設置の枠付き鉄骨ブレース

開放廊下と補強対象住戸の
北側バルコニーを使用

効率的な補強



補強案②

補強案（南側に設置）
アウトフレーム（ブレース無）

（鉄骨鉄筋コンクリート造）

各住戸からの景観を良好にする。
ブレースが無い分フレーム数増大



補強案の比較



補強案①案でのCGによる
イメージの共有

バルコニー階の外観イメージ

居室内からの
景観イメージ１

居室内からの
景観イメージ２



補強案①案での課題
電気・水道・ガス設備の対応



＜補強案①の実現＞

詳細な現地調査の実施により各設備の状況等の把握

工事実施に伴う水道、ガス、電気の移設

枠付き鉄骨ブレース配置のスペース確保の為

各設備をどのように移設することが効率的か検討

工事期間中の水道、ガス、電気の停止期間

水道、ガス、電気の移設に伴い停止期間の短縮の検討

工事期間中の各設備の停止期間の想定提示



補強設計後の耐震診断結果
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構造図抜粋















設備図
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